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研究成果の概要（和文）：我々は、チェルノブイリ原発汚染地域であるベラルーシやウクライナの非常に悪性の高い小
児甲状腺癌患者（若年齢で被ばくし、1990年から1998年10月の間に手術施行した症例）からパラフィン包埋組織、（入
手可能な場合）凍結組織、血液サンプルを収集し、分子疫学研究を展開してきた。
RNA-次世代シークエンス技術を用いて、これらのサンプルにおける遺伝子異常の有無を検索したところ、ベラルーシか
らの一症例で新しいタイプのRET遺伝子再配列異常（TBL1XR1/RETと命名）を見出した。さらに、我々のヒト培養甲状腺
細胞を用いた実験においても、放射線照射によって同じRET遺伝子再配列異常が誘導された。

研究成果の概要（英文）：During this study we collected from affected after Chernobyl fallout territories 
of Belarus and Ukraine paraffin-embedded tissues, frozen samples (if available) and blood samples from 
the most aggressive (young age of exposure and short-latent period) pediatric PTCs (operated from 1990 
and until October 1998), which are not included in the Chernobyl Tissue Bank and established the Paraffin 
Tissue Bank. For all collected PTC samples we made data base of patients includes demographic, clinical 
and morphological information.
Using RNA-NGS technique we discovered a new RET rearrangement (TBL1XR1/RET) in pediatric PTC from 
Belarus. In vitro irradiation of human thyroid cells was able to induce TBL1XR1/RET rearrangement. The 
occurrence of TBL1XR1/RET rearrangement in PTC of sporadic and radiation-related etiology suggests that 
it may likely be induced by different genotoxic insults, one of which could be ionizing radiation.

研究分野： 内分泌学,甲状腺学,分子生物学

キーワード： 小児甲状腺乳頭癌　パラフィン組織バンク 　次世代シーケンシング　TBL1XR1/RET
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１．研究開始当初の背景 
放射線は発癌物質で、DNA と相互作用し

種々の遺伝子異常を誘導する。現在の放射線

人体影響は大部分が広島・長崎での原爆によ

る全身被爆からのデータに依存しており、こ

れらのデータでは放射線によるがん発生の

増加が確認されている。 

対照的に、チェルノブイリ原発事故では、

数百万人が放射性物質に暴露されたが、甲状

腺がんの発生のみの増加が確認されている。 

チェルノブイリでの甲状腺がんの増加は、

大量の放射性ヨウ素によるもので、最初小児

に認められ、被爆時の若年齢と甲状腺乳頭癌

発生の危険性の間に強い相関が観察された。 

甲状腺乳頭癌の亜類型と分子学的特徴は潜

伏期により異なり、最も初期に発生した甲状

腺乳頭癌（小児例）は、組織型は solid-type

で RET/PTC3 異常遺伝子再配列を有し、遅れ

て発生した甲状腺乳頭癌（青年期例）は

classical-type で RET/PTC1 異常遺伝子再配列

を 有 し 、最 近 の発 生例 （ 成人 例 ）は

classical-type で BRAFV600E 遺伝子異常を有

していることが分かっている (Williams D., 

Best Pract Res Clin Endocrinol Metab 2008; 22 

(6): 1061–1073; Demidchik Y., Arq Bras 

Endocrinol Metabol 2007; 51(5): 748-762)。 

1998 年 10 月に始まったチェルノブイリ組

織バンクプロジェクトは、ロシア（ブリアン

スク、カルーガ、トゥーラ、オーレル）とウ

クライナ（キエフ、チェルカースィ、チェル

ニーヒウ、ロブノ、ジトーミル、スミ）の放

射線汚染地域の 19 歳以下（1967 年 4 月 26 日

以降誕生）で 1998 年 10 月 1 日以降に手術を

受けた症例からの甲状腺がんと甲状腺腫を

収集している。ウクライナは設立当初このプ

ロジェクトに参加していたが、現在は参加活

動を停止している。 

チェルノブイリ組織バンクは、種々の異な

る材料（例えば、腫瘍原発巣・転移及び正常

組織凍結標本、抽出した核酸、パラフィンブ

ロック、血液サンプル）を症例から収集して

いる。 

放射線誘発性と自然発生の甲状腺癌では

遺伝子変異はほぼ重複しており、放射線誘発

甲状腺がんの特有ながん遺伝子・癌抑制遺伝

子の異常は見出されていない。 

本研究では、放射線による新規遺伝子異常誘

発の存在の可能性を探るため、チェルノブイ

リ事故後発生した小児甲状腺がんで、ベラル

ーシとウクライナで 1998年 10月以前に手術

をし、最も悪性度が高く潜伏期が短い症例か

ら、パラフィンブロックとリンパ球を収集し

て（このようなサンプルはチェルノブイリ組

織バンクには含まれていない）、バンクを作

り、新規遺伝子異常検索研究に供した。 

 

２．研究の目的 

チェルノブイリでの小児甲状腺がんの組

織及びデータバンクを作ることを目的とし

た。ベラルーシ及びウクライナの高悪性度で、

短潜伏期、1990-1198 年に手術を受け、高い

寄与率を有し放射線誘発であることが確実

な症例のパラフィン包埋組織、血液サンプル、

症例情報を収集した。さらに収集したサンプ

ルで放射線誘発甲状腺がんに関わる新規が

ん遺伝子同定を次世代シークエンサを用い

て形跡した。 

 

３．研究の方法 

１）ベラルーシ及びウクライナのチェルノブ

イリ原発事故後放射線汚染地域に住み、

1990-1998 年の間に手術を受けた小児甲

状腺癌症例を収集した。症例のデータは

両国のがん登録システムから入手した。 

２）パラフィン包埋組織と、可能であれば新

鮮凍結組織を収集した。病理診断は、4

人の経験を積んだ病理医により確認さ

れた。 

３）症例は両国の内分泌医による診察を受け、

血中遊離 T4と TSH濃度を測定された。 



４）血液採集とリンパ球分離は両国の医師に

よってなされた。 

５）なお、全ての情報は、英語とロシア語で

アクセス可能である。 

日本で施行した研究内容 

６）パラフィン包埋組織とリンパ球からゲノ

ム DNAを、凍結組織の正常部分とがん部

分から RNAとゲノム DNAを抽出した。 

７）抽出した核酸は、その質によって、HiSeq

シークエンサを用いたエクソーム或い

は RNA次世代シークエンスに供された

（TAKARA Bio Company）。 

８）発見した新規遺伝子異常は、キャピラリ

ーシークエンス法により確認された。 

９）新規遺伝子異常の頻度を両国の全ての症

例で検討した。 

 

４．研究成果 

１） 3年間、毎年長崎大学の 2名の専門家

が、ベラルーシとウクライナを訪問し、サ

ンプルの収集に当たった。 

２）ウクライナでは、92サンプルを収集した。

病理診断は 2名のウクライナ病理医、2

名の日本病理医によって確認された。そ

れぞれのパラフィン包埋組織を 5つに分

け、正常部とがん部からゲノム DANを抽

出した。92例のうち、32例のみが診察

を受け、血液を提供した。32例中 12例

で血中 TSHが 8～110 mIU/Lの範囲で上

昇し、甲状腺機能低下を指摘された。適

量の甲状腺ホルモン剤投与がなされて

いないと判断され、適量に調整された。

全てのサンプルについて、データベース

を作製した。 

ベラルーシでは、21サンプルを収集し

た。1994/1995/1997年に手術が施行され

た症例である。そのうち 14 例から凍結

組織を得ることができた。病理診断は 2

名のベラルーシ病理医、2 名の日本病理

医によって確認された。ウクライナの場

合と同方法で正常部とがん部からゲノ

ム DAN を抽出した。21 例中 14 例が診察

を受け、血液を提供した。全ての症例で

血中 TSHは正常範囲であった（すなわち

適量の甲状腺ホルモン剤が投与されて

いた）。全てのサンプルについて、デー

タベースを作製した。 

３）血液とパラフィン包埋組織からゲノム

DNA を、凍結組織から DAN と RNA を抽出

した。まず、既知の遺伝子異常(BRAF, H-, 

K-, N-RAS)と異常再配列  (RET/PTC1, 

RET/PTC3, AKAP9/BRAF and ETV6/NTRK3)

について解析して、これらの既知の遺伝

子異常のないサンプルを次の実験に用

いた。 

４） 7対の正常部とがん部において、HiSeq

次世代シークエンサを用いて、エクソー

ム解析を行った。2 例で既知の遺伝子異

常再配列(RET/PTC3 and RET/PTC1)が同

定されたが、あとの 5例では、既知の遺

伝子異常は見い出されなかった。さらに

4 症例で、RNA を用いて、融合遺伝子同

定のため HiSeq次世代シークエンサを用

いて全ゲノムシークエンスを施行した。

これらの 4例は、既知の遺伝子異常を有

せず、病理型は同じ病期(T1N1bMO)の

solid, 或 い は solid-trabecullar 、

solid-follicularであった。 

５） 全てのデータを生物統計学的に解析し

た。 

６） 第3染色体q26.32と第10染色体q11.21

間での新規染色体転座を同定した。5’

側の遺伝子は TBL1XR1 遺伝子の最初の 9

個のエクソンからなり（LisH 領域を含

む）、3’側の遺伝子は RET遺伝子のチロ

シンキナーゼ領域であった。RET 遺伝子

上での切断部位は、既知の異常再配列で

ある RET/PTC1や RET/PTC3と同様にエク

ソン 12内であった。 

 



 

 

 

 

 

図 1．RNA次世代シークエンスの結果 

 

７）この新規遺伝子異常は、キャピラリーシ

ークエンス、RT-PCR、サザンブロットで

確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．キャピラリーシークエンスとＲＴ－

ＰＣＲ―サザンブロットの結果 

 

８）  同様の遺伝子異常が、 34 例中１例

（2.9%）の散発性小児甲状腺癌でも同定さ

れた。 

 

 

 

 

図３．RT-PCR-サザンブロットにより確認

された他の PTC 症例での TBL1XR1/ 

RET 異常の頻度 

９）さらに、in vitro の実験で、ヒト正常甲

状腺細胞株であるNthy-ori 3-1細胞への1 

Gy の放射線照射により、同じ遺伝子異常

が誘導されることも確認した。以上より、

この新規遺伝子異常は、放射線を含むゲ

ノム損傷因子原因で誘導されることが示

唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４. Nthy-Ori-3-1細胞でのγ線照射（1Gy

後 に 誘 導 さ れた RET/ PTC1 と

TBL1XR1/ RET再配列 
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